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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第28期
第３四半期
累計期間

第29期
第３四半期
累計期間

第28期
第３四半期
会計期間

第29期
第３四半期
会計期間

第28期

会計期間

自　平成21年
３月１日

至　平成21年
11月30日

自　平成22年
３月１日

至　平成22年
11月30日

自　平成21年
９月１日

至　平成21年
11月30日

自　平成22年
９月１日

至　平成22年
11月30日

自　平成21年
３月１日

至　平成22年
２月28日

売上高（千円） 1,769,8841,518,783441,452 393,7472,561,600

経常利益又は経常損失（△）

（千円）
△88,688△101,489△64,349 △69,627 3,409

四半期純損失（△）又は当期純

利益（千円）
△73,014 △88,468 △58,740 △70,274 22,263

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － － － －

資本金（千円） －　 －　 496,310 496,310 496,310

発行済株式総数（千株） － － 2,081 2,081 2,081

純資産額（千円） － － 1,089,5951,100,0821,187,186

総資産額（千円） － － 2,590,6112,443,5102,698,168

１株当たり純資産額（円） － － 568.39 573.86 619.30

１株当たり四半期純損失金額

（△）又は１株当たり当期純利

益金額（円）

△37.33 △46.15 △30.64 △36.66 11.44

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

１株当たり配当額（円） － － － － －

自己資本比率（％） － － 42.1 45.0 44.0

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
167,929△68,605 － － 261,241

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
28,616 △14,298 － － 18,751

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△250,557△93,187 － － △402,195

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 1,447,8681,203,5851,379,676

従業員数（人） － － 67 67 69

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、四半期財務諸表等規則第12条の規定により、関連会社の損益

等に重要性が乏しいため記載を省略しております。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

当第３四半期会計期間において、当社の事業の内容について、重要な変更はありません。

  

３【関係会社の状況】

当第３四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

 

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成22年11月30日現在

従業員数（人） 67　(8)

　（注）　従業員数は、就業人員であり、臨時雇用者数は、当第３四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しておりま

す。

　

EDINET提出書類

株式会社ニューテック(E02072)

四半期報告書

 3/22



第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当社の生産実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

品目
当第３四半期会計期間
（自　平成22年９月１日
至　平成22年11月30日）

前年同四半期比（％）

ストレージ本体（千円） 260,756 116.5

周辺機器（千円） 11,043 33.3

合計（千円） 271,800 105.8

　（注）１. 金額は販売価格によっております。

２. 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）商品仕入実績

　当社の商品仕入実績は、次のとおりであります。

品目
当第３四半期会計期間
（自　平成22年９月１日
至　平成22年11月30日）

前年同四半期比（％）　

商品（千円） 98,819 129.5

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）受注実績

　当社は見込生産を行っているため、該当事項はありません。

(4）販売実績

　当社の販売実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

品目
当第３四半期会計期間
（自　平成22年９月１日
至　平成22年11月30日）

前年同四半期比（％）

製品  　

ストレージ本体（千円） 232,746 93.2

周辺機器（千円） 11,253 36.6

小計（千円） 244,000 87.0

商品（千円） 80,982 90.6

サービス（千円） 68,763 96.0

合計（千円） 393,747 89.2

　（注）１．前第３四半期会計期間及び当第３四半期会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販

　　　　　　売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第３四半期会計期間
（自　平成21年９月１日
至　平成21年11月30日）

当第３四半期会計期間
（自　平成22年９月１日
至　平成22年11月30日）

金額（千円）  割合（％） 金額（千円）  割合（％）

都築電産株式会社 － － 55,126 14.0

株式会社リョーサン 62,310　 　14.1 45,207　 　11.5

株式会社エヌ・ティ・ティピー・シー

コミュニケーションズ
72,354　 　16.4 －　 　－

　　　　２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３．都築電産株式会社は、前第３四半期会計期間において、販売実績の総販売実績に対する割合が100分の10未

　　　　　　満であるため、記載を省略しております。

　　　　４．株式会社エヌ・ティ・ティピー・シーコミュニケーションズは、当第３四半期会計期間において、販売実績

　　　　　　の総販売実績に対する割合が100分の10未満であるため、記載を省略しております。

　

２【事業等のリスク】

  　当第３四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

  　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　　

３【経営上の重要な契約等】
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　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等は行われておりません。  

  

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況 

　当第３四半期会計期間におけるわが国経済は、持ち直しの動きが期待されたものの、不安定な政治情勢や一時的な

車購入の減税も経済を活性化するには至らぬまま、不況感が支配的でありました。 

　こうした状況の中、国内ＩＴ関連投資に関しては、各企業の設備投資姿勢は依然として厳しく、一般的に投資金額

の減少が続いております。また、絞り込まれたＩＴ関連投資案件の実施に際しても、ユーザーの選別投資の強化及び

コスト抑制圧力は以前に増して強くなるなど、回復の兆しが見られた設備投資需要は相変わらず抑制が続いてお

り、ストレージ業界を取り巻く環境はますます厳しさを増しております。 

　このような環境の下、当社では、引続きＯＥＭ及び標準採用製品の事業拡大に注力するとともに、主力製品の

SupremacyⅡの販売強化、ストレージ製品の高付加価値化に寄与するソリューション販売（サーバ、ストレージ及び

ソフトウェアを組み合わせ、システムとして納入する販売形態）の強化及びサポート・サービスの充実に継続して

取り組んでまいりました。また、新規事業としてCloudy NASシリーズの開発に取り組み、11月より販売開始しまし

た。 

　以上の結果、当第３四半期会計期間の売上高は、前年同期比10.8％減の393百万円となりました。製品売上に関して

は、大口案件の納入やＯＥＭ向けの製品（ミラー製品や小型ストレージサーバ）及び標準採用製品の出荷は堅調に

推移したものの、流通を経由した従来型の製品販売は、企業の設備投資需要が回復せず不振でありました。このた

め、ストレージ本体及び周辺機器を含む製品の売上高は、周辺機器売上の減少（前年同期比63.4％減）も影響し、前

年同期比13.0％減の244百万円となりました。

　一方、損益面につきましては、売上高が前年同期比10.8％と減少した結果、営業損失66百万円（前年同期は営業損

失61百万円）、経常損失69百万円（前年同期は経常損失64百万円）、四半期純損失70百万円（前年同期は四半期純

損失58百万円）となりました。

　なお、前事業年度の金額及び前期比の増減率は、参考情報として記載しております。

　

　品目別の販売実績は、次のとおりであります。　

期　別 前第３四半期会計期間 当第３四半期会計期間 前事業年度

  
自　平成21年９月１日
至　平成21年11月30日

自　平成22年９月１日
至　平成22年11月30日　

自　平成21年３月１日
至　平成22年２月28日

品 目 別 金　額 前年同期比 金　額 前年同期比　 金　額 前期比

  百万円 ％ 百万円　 ％ 百万円 ％

 ストレージ本体 249 △22.4 232 △6.8 1,525 △1.5

 周 辺 機 器 30 △56.3 11 △63.4 253 △13.7

製 品 小 計 280 △28.5 244 △13.0 1,778 △3.4

商　　　 品 89 10.4 80 △9.4 452 0.2

サ ー ビ ス 71 7.5 68 △4.0 330 △15.5

合　　　 計 441 △18.2 393 △10.8 2,561 △4.6
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(2）財政状態の分析

　当第３四半期末における総資産は、前事業年度末と比較して254百万円減少し2,443百万円となりました。変動の主

なものは、現金及び預金の176百万円の減少、売上債権等の203百万円の減少、たな卸資産の101百万円の増加であり

ます。

　負債は、前事業年度末と比較して167百万円減少し1,343百万円となりました。変動の主なものは、買掛金の97百万

円の減少、借入金（１年内返済予定の長期借入金及び長期借入金の合計）の93百万円の減少であります。

　純資産は、前事業年度末と比較して87百万円減少し1,100百万円となりました。変動の主なものは、利益剰余金の88

百万円の減少であります。１株当たりの純資産は、前事業年度末と比較して45円44銭減少し573円86銭となり、自己

資本比率は45.0％となりました。

 

(3）キャッシュフローの状況 

　当第３四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第２四半期会計期間末に比べ

56百万円増加の1,203百万円となりました。

　当第３四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は２百万円（前年同期は94百万円の収入）となりました。主な資金増加要因は、売上

債権の減少227百万円であり、主な資金減少要因は、税引前四半期純損失69百万円、たな卸資産の増加63百万円、仕入

債務の減少61百万円等であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動は、ありませんでした（前年同期は48百万円の収入）。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得られた資金は54百万円（前年同期は157百万円の支出）となりました。主な資金増加要因は、長

期借入金の調達と返済による純調達額54百万円によるものであります。　

　

(4）対処すべき課題

　当第３四半期会計期間において、対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はありません。

 

(5）研究開発活動

　当第３四半期会計期間の研究開発費の総額は54百万円であります。

  なお、当第３四半期会計期間において、研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期会計期間において、前四半期会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等につい

て、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありませ

ん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 6,000,000

計 6,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成22年11月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年１月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 2,081,000 2,081,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数100株

計 2,081,000 2,081,000 － －

　　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

　平成22年９月１日

～平成22年11月30日
－ 2,081,000 － 496,310 － 608,360

　

（６）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。

 　

EDINET提出書類

株式会社ニューテック(E02072)

四半期報告書

 8/22



（７）【議決権の状況】

　　　当第３四半期会計期間末現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

　　載することができないことから、直前の基準日（平成22年８月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

　　ます。　

①【発行済株式】

 平成22年11月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　  164,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　1,916,800 19,168 －

単元未満株式 普通株式　　 　 200 － －

発行済株式総数 　　　　　2,081,000 － －

総株主の議決権 － 19,168 －

　

②【自己株式等】　

 平成22年11月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）  　 　 　 　

株式会社ニューテック
東京都港区浜松町

二丁目７番19号
164,000 － 164,000 7.9

計 － 164,000 － 164,000 7.9

　　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
３月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月

最高（円） 345 359 360 346 300 300 265 342 301

最低（円） 309 306 305 281 282 270 249 249 255

　（注）　最高・最低株価は、平成22年４月１日より大阪証券取引所（ＪＡＳＤＡＱ市場）におけるものであり、それ以前

はジャスダック証券取引所におけるものであります。

　　　　　なお、大阪証券取引所（ＪＡＳＤＡＱ市場）は、同取引所ヘラクレス市場及びＮＥＯ市場とともに、新たに開設され

た同取引所ＪＡＳＤＡＱに統合されており、平成22年10月12日付で大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダー

ド）に上場となっております。

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までの役員の異動はありません。  
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期会計期間（平成21年９月１日から平成21年11月30日まで）及び前第３四半期累計期間（平成21

年３月１日から平成21年11月30日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第３四半期会計期間（平成

22年９月１日から平成22年11月30日まで）及び当第３四半期累計期間（平成22年３月１日から平成22年11月30日ま

で）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期会計期間（平成21年９月１日から平成21

年11月30日まで）及び前第３四半期累計期間（平成21年３月１日から平成21年11月30日まで）に係る四半期財務諸

表についてはあずさ監査法人による四半期レビューを受け、また、当第３四半期会計期間（平成22年９月１日から平

成22年11月30日まで）及び当第３四半期累計期間（平成22年３月１日から平成22年11月30日まで）に係る四半期財

務諸表については有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、あずさ監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成22年７月１日をもって有限責任 あずさ監査法人となっ

ております。　

　

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。 
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成22年11月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,203,585 1,379,676

受取手形及び売掛金 424,930 628,691

有価証券 100,525 －

商品及び製品 105,054 40,496

仕掛品 60,366 49,864

原材料 216,833 190,842

繰延税金資産 77,716 50,153

その他 49,543 43,294

貸倒引当金 △141 △141

流動資産合計 2,238,413 2,382,878

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 20,203 23,354

工具、器具及び備品（純額） 25,224 33,396

有形固定資産合計 ※
 45,427

※
 56,750

無形固定資産

その他 25,651 24,605

無形固定資産合計 25,651 24,605

投資その他の資産

投資有価証券 70,150 168,375

差入保証金 55,270 55,270

その他 8,596 10,287

投資その他の資産合計 134,017 233,933

固定資産合計 205,096 315,289

資産合計 2,443,510 2,698,168

負債の部

流動負債

買掛金 155,593 253,331

1年内返済予定の長期借入金 564,700 540,674

未払金 67,268 60,524

未払法人税等 1,633 5,584

製品保証引当金 24,135 23,337

前受収益 175,539 127,219

その他 7,398 36,064

流動負債合計 996,268 1,046,735

固定負債

長期借入金 347,160 464,247

固定負債合計 347,160 464,247

負債合計 1,343,428 1,510,982
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（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成22年11月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年２月28日)

純資産の部

株主資本

資本金 496,310 496,310

資本剰余金 608,360 608,360

利益剰余金 78,605 167,073

自己株式 △78,213 △78,213

株主資本合計 1,105,061 1,193,529

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △4,979 △6,343

評価・換算差額等合計 △4,979 △6,343

純資産合計 1,100,082 1,187,186

負債純資産合計 2,443,510 2,698,168
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（２）【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成21年３月１日
　至　平成21年11月30日)

当第３四半期累計期間
(自　平成22年３月１日
　至　平成22年11月30日)

売上高 1,769,884 1,518,783

売上原価 1,244,250 1,043,887

売上総利益 525,633 474,895

販売費及び一般管理費 ※
 605,381

※
 564,828

営業損失（△） △79,748 △89,933

営業外収益

受取利息 1,473 1,715

受取配当金 500 500

為替差益 1,433 464

協賛金収入 1,576 －

還付消費税等 3,009 －

その他 1,705 625

営業外収益合計 9,697 3,304

営業外費用

支払利息 15,898 10,932

過年度消費税等調整額 － 2,548

その他 2,739 1,379

営業外費用合計 18,638 14,860

経常損失（△） △88,688 △101,489

税引前四半期純損失（△） △88,688 △101,489

法人税、住民税及び事業税 2,430 1,425

法人税等還付税額 △1,283 －

過年度法人税等 － 12,750

法人税等調整額 △16,821 △27,196

法人税等合計 △15,674 △13,020

四半期純損失（△） △73,014 △88,468
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【第３四半期会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期会計期間
(自　平成21年９月１日
　至　平成21年11月30日)

当第３四半期会計期間
(自　平成22年９月１日
　至　平成22年11月30日)

売上高 441,452 393,747

売上原価 310,840 273,423

売上総利益 130,611 120,323

販売費及び一般管理費 ※
 191,660

※
 186,448

営業損失（△） △61,049 △66,124

営業外収益

受取利息 776 487

為替差益 346 －

協賛金収入 39 －

その他 693 34

営業外収益合計 1,855 521

営業外費用

支払利息 4,639 3,631

為替差損 － 41

その他 515 351

営業外費用合計 5,155 4,024

経常損失（△） △64,349 △69,627

税引前四半期純損失（△） △64,349 △69,627

法人税、住民税及び事業税 810 △12,903

過年度法人税等 － 3,341

法人税等調整額 △6,419 10,208

法人税等合計 △5,609 647

四半期純損失（△） △58,740 △70,274
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成21年３月１日
　至　平成21年11月30日)

当第３四半期累計期間
(自　平成22年３月１日
　至　平成22年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △88,688 △101,489

減価償却費 30,441 25,805

受取利息及び受取配当金 △1,973 △2,215

支払利息 15,898 10,932

製品保証引当金の増減額（△は減少） 5,757 798

固定資産除却損 839 －

売上債権の増減額（△は増加） 319,296 203,760

たな卸資産の増減額（△は増加） 48,035 △102,579

仕入債務の増減額（△は減少） △239,142 △97,737

その他 81,553 16,941

小計 172,017 △45,783

利息及び配当金の受取額 1,973 2,215

利息の支払額 △15,682 △10,854

法人税等の支払額 △922 △15,622

法人税等の還付額 10,543 1,439

営業活動によるキャッシュ・フロー 167,929 △68,605

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） 200,000 －

有形固定資産の取得による支出 △17,398 △5,713

無形固定資産の取得による支出 △5,216 △8,585

投資有価証券の取得による支出 △148,769 －

投資活動によるキャッシュ・フロー 28,616 △14,298

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 300,000 350,000

長期借入金の返済による支出 △490,856 △443,061

自己株式の取得による支出 △59,327 －

配当金の支払額 △373 △126

財務活動によるキャッシュ・フロー △250,557 △93,187

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △54,010 △176,090

現金及び現金同等物の期首残高 1,501,879 1,379,676

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,447,868

※
 1,203,585
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　　　該当事項はありません。

　

【表示方法の変更】

当第３四半期会計期間
（自　平成22年９月１日
至　平成22年11月30日）

（四半期貸借対照表）

　「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50

号）が適用となることに伴い、前第３四半期会計期間において、「商品」（当第３四半期会計期間末残高46,677千円）、

「製品」（当第３四半期会計期間末残高58,377千円）として掲記されていたものは、当第３四半期会計期間では「商品

及び製品」と一括して掲記しております。
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【簡便な会計処理】

 
当第３四半期累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年11月30日）

１．一般債権の貸倒見積高

　　の算定方法

　当第３四半期会計期間末の貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと著しい変化が

ないと認められるため、前事業年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定してお

ります。 

２．固定資産の減価償却費

　　の算定方法

　定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して

算定する方法によっております。

３．たな卸資産の評価方法 　当第３四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半期会計

期間末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算出する方法によっております。

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　該当事項はありません。

　

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第３四半期会計期間末
（平成22年11月30日）

前事業年度末
（平成22年２月28日）

※　有形固定資産の減価償却累計額は、163,245千円であ

　ります。

※　有形固定資産の減価償却累計額は、168,594千円であ

　ります。

（四半期損益計算書関係）

前第３四半期累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年11月30日）

当第３四半期累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年11月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、

　次のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、

　次のとおりであります。

給料手当 226,915千円

研究開発費 165,106

給料手当 199,935千円

研究開発費 165,966

　

前第３四半期会計期間
（自　平成21年９月１日
至　平成21年11月30日）

当第３四半期会計期間
（自　平成22年９月１日
至　平成22年11月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、

　次のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、

　次のとおりであります。

給料手当 73,220千円

研究開発費 51,258

給料手当 65,620千円

研究開発費 54,897

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年11月30日）

当第３四半期累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年11月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年11月30日現在） （平成22年11月30日現在）

現金及び預金勘定 1,447,868千円

現金及び現金同等物 1,447,868 

　

現金及び預金勘定 1,203,585千円

現金及び現金同等物 1,203,585 

　

（株主資本等関係）

当第３四半期会計期間末（平成22年11月30日）及び当第３四半期累計期間（自　平成22年３月１日　至　平成22年

11月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

 　 普通株式　　　　　　　　2,081,000株

 

２．自己株式の種類及び株式数

 　 普通株式　　　　　    　　164,020株
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（有価証券関係）

当第３四半期会計期間末（平成22年11月30日）

　該当事項はありません。

 

（デリバティブ取引関係）

当第３四半期会計期間末（平成22年11月30日） 　

　当社は、デリバティブ取引を全く行っておりませんので、該当事項はありません。

　

（持分法損益等）

前第３四半期累計期間（自　平成21年３月１日　至　平成21年11月30日）

　利益基準及び剰余金基準からみて重要性の乏しい関連会社であるため、記載を省略しております。 

 

当第３四半期累計期間（自　平成22年３月１日　至　平成22年11月30日）

　利益基準及び剰余金基準からみて重要性の乏しい関連会社であるため、記載を省略しております。 

 　

（ストック・オプション等関係）

当第３四半期会計期間（自　平成22年９月１日　至　平成22年11月30日）

　該当事項はありません。  
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期会計期間末
（平成22年11月30日）

前事業年度末
（平成22年２月28日）

１株当たり純資産額 573.86円 １株当たり純資産額 619.30円

２．１株当たり四半期純損失金額

前第３四半期累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年11月30日）

当第３四半期累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年11月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △37.33円 １株当たり四半期純損失金額（△） △46.15円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年11月30日）

当第３四半期累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年11月30日）

四半期純損失（△）（千円） △73,014 △88,468

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（△）（千円） △73,014 △88,468

期中平均株式数（千株） 1,956 1,916

　

前第３四半期会計期間
（自　平成21年９月１日
至　平成21年11月30日）

当第３四半期会計期間
（自　平成22年９月１日
至　平成22年11月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △30.64円 １株当たり四半期純損失金額（△） △36.66円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期会計期間
（自　平成21年９月１日
至　平成21年11月30日）

当第３四半期会計期間
（自　平成22年９月１日
至　平成22年11月30日）

四半期純損失（△）（千円） △58,740 △70,274

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（△）（千円） △58,740 △70,274

期中平均株式数（千株） 1,916 1,916

　　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年１月13日

株式会社ニューテック

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴木　　信一　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 佐藤　由紀雄　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ニューテッ

クの平成21年３月１日から平成22年２月28日までの第28期事業年度の第３四半期会計期間（平成21年９月１日から平成21

年11月30日まで）及び第３四半期累計期間（平成21年３月１日から平成21年11月30日まで）に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この

四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明する

ことにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ニューテックの平成21年11月30日現在の財政状態、同日をもって終了する

第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半

　　　　　　　期報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年１月13日

株式会社ニューテック

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴木　　信一　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 佐藤　由紀雄　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ニューテッ

クの平成22年３月１日から平成23年２月28日までの第29期事業年度の第３四半期会計期間（平成22年９月１日から平成22

年11月30日まで）及び第３四半期累計期間（平成22年３月１日から平成22年11月30日まで）に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この

四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明する

ことにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ニューテックの平成22年11月30日現在の財政状態、同日をもって終了する

第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半

　　　　　　　期報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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